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aaca会員
美術作家

SADAO KIYATAKE

喜屋武 貞男
千葉県絶市宿連寺446-21
:EL 04ア 1-31-3537

「躍動(アルミニウム製)」
設置場所 :柏市東|]駅前商店街

ブヽウディモールの中心地
2000mmHx 1000mmヽへ′×1000mmD

ひらがな文字「かしわ」という平面のものを立体にし

て形を構成し、着色もした。ゆつくりとまわるように

して夜間照明もしている。ハウディモールの発展と緊
栄を祈念して制作した。

|

aaca会員
彫刻家

AKlRA YAMAMOTO

山 本 明 良
東京都葛飾区柴又531-18
0彫ジlI霧十方含
TEL03-5668-341ア

「五つの門J

設置場所 :

210mmHX9110mmい ノX300mmD

大きな広場、空間を設定にしたマケットですc

くぐつたり、よりかかつたり、かくれたりと、人間の

身体感覚を喚起する形態を提案したい。

aaca会長
環境造形作家
FU」 IKO ABE

阿部 富士子
東京都港区赤卵 -5-27-701

"ス

ペース アーツ

TEL03‐ 3505-5761

「LANEISCAPE'99」
設置場所 :AマンションLlビー(港区赤坂)
1300報椰H× 3800malryx35mmD

ル心の快適性」と「色彩」のかかわりをテーマに和紙を
ベースにして制作しています。視線の広がり・リズム
を意識して変化する色彩で環境の中に溶け込み、見る
人の創造性をかきたてるよう心掛けました。

骨み廻ξ
員      |

三 本 勝
神奈り1県藤沢市蘭F●i沢76504
■EL0466-27-2913

「知の歩み(左 )、 愛と倉」造の道(右 )」
設畜場所 :岡山県生涯学習センター(岡山市)
1750mmHXア00mmVV× 650mmD
1800mmH× 950mmヽⅣ×750mmD

建物に向かう通路の両脇の芝生の中に、来館する人々

を迎えるかのように立つ二体の石像。彫亥」を見rc「がら

歩くうちに、勉学への意欲がわき、希望と困難に立ち

向かう勇気が出てくrtばと願い、硬い石を彫り上げま

した。
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199広
島aaca景観シンポジウムーー「瀬戸内文化と景観」

日時 :平成 11年 10月 28日 (本 )

午後 1時 15分～ 5時

場所 :広島県民文化センター

パネルディスカッション

司  会 :内 丼 昭 蔵
パネラー 進士 五十八

坂 田  明
尼 崎 博 正

栄久庵 憲司

あいさつ

aaca会長

芦原 義信

美しい都市景観考える一助に

本国は、第 11回 99広島3aca景観シ

ンポジウムにお集まりいただきまして、

誠にありがとうこざいました。私ども日

本建築美術工芸協会は、建築家や美術

家 工芸琢が一堂に会して、各種デスカ
ッシ]ンを重ね日本の都市景観を少しで

も良くしていこうという団体であります。

その一環として毎年各地でシンポジウ

ムを開催しております。

最初は京都に始まり、次に長野、そし

て昨年は飛騨高山にて開催ヒノてまいりま

した。

第 11回目は広島市で催すことができ

ました。これは、関係者の皆様の大変な

こ支援のおかげであります。本日のこの

シンポジウムを私ども協会といたしノまし

て、誠にうれしく思う次第です。

講師の諸先生は、日頃なかなかお目に

かかれない方々で l~多 忙にもかかわら

ず、ディスカッションしてくださいます

ので、皆様最後までこ静聴よろしくお願

い申し上げます。

終りに際し、このシンポジウムが有意

義でありますことを祈念して、こ挨拶と

させてしヽただきます。

基調講演

文部省文化財保護部

文化財監査宮

村上 訊一 氏

文化立国へ近代化文化遺産を拡充

一文化財と周辺景観の一体保存―

近年、文化指向が高まつて、文化全体

に目が向けられつつあります。それに伴

って文化財の範囲も広がつてきました。

文化庁としても、より幅広い文化行政を

展開して参りたいと思います。

とくに、これまでの少数で硬いイメー

ジ・ lら、多数で柔軟な保存へ転換してい

く、そしてその文化財の活用を図つてい

く視点を大切にヒノていかなくてはなりま

せん。それによつて国民が文化財に親し

む機会が多くなり、保存と調和のとれた

まちづくりも進んでいくのではないでし

ょうか。

こうした時代の変化に対応して、文化庁

は文化行政を改善充実し、施策を展開し

ているところです。

その一例をあげますと、ます第一に文

化財保護の裾野 分野の拡大があります。
人々の暮 _― しの中にあつた生活文化、あ

るいは近代化を支えた文化遺産が失われ

つつあります。これらをどう保存してい

くかが大きなテーマです。

とくに近代化遺産は、所有者が利用して

いるものが多く、文化員オの指定を受ける

と釘一本打てないというような誤解もあ

ったためか、どんどん失われてきましたc

ようやく近代化遺産が重要文化財に指

定されましたが、今後さ・lに拡大してい

くことが必要と考えます。

その一環で 1996年文化財保護法を改

正し、登録制度を導入しました。

たとえば建築物の外観については届け

出制をとり、内部は所有者の自由にする

というように、重要文化員オよりは緩やか

な規制になっております。これによつて

所有者が自ら残す意識が高まるのではな

いかと期待しております。

3年が経過し、登録された文化財は1500

件を越えました。

第二は総合的 一体的な保存です。
これまでは個々の文化財を一つずつ保

存していたlBl面がありましたが、これを

関連する文化財も含めて総合的 一体的
に保存していこうというものです。たと

えば建物と建物資料や家具、あるいはま

ちなみ保存をする際に、祭りと一体とな

つているようFc「場合は一緒に残していこ

うというような発想です。

第三は周辺の景観 環境との一体的な
保存です。

この点については、ユネス]の世界遺

産の考え方に学ぶ所が大だと思います。

これは世界的に価値がある文化 自然遺
産を総合的に保存というもので、日本か

らは法隆寺や厳島神社が指定されていま

す。登録されますと、単体としての保護

や周辺にバッフアゾーンと呼ば llる緩衝

地をつくるようになっており、これによ

って単体と周辺景観が一体となつた保存

がされることになります。

ものを広くと l― えて保存していこうと

いうのが文化行政の今後のスタンスです。

しかも文化遺産は使えるということも大

切で、近代化遺産の場合、新 しい機能に

するという改造も止むを得ないと考えま

す。しかしながら一方で、きちつと保存す

べき物は保存するということも大切です。

こうした考えに沿つて、文化立国をキ

ャッチフレーズに施策を展開して参りた

いと思います。
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パネルディスカッション

建築家/aaca副会長

内丼 昭蔵 氏

歴史と文化、語りあいましょうか

瀬戸内は、気候温暖、安全な内海とし

て多くの文化を生み出してきました。

早くから大陸と畿内を結ぶ主要な交通

路として栄え、大陸からの多くの文物と

ともに1青報のルー トでもありました。

したがつて、瀬戸内は中央政治の動向

に影響を与え、歴史的にも多く登場して

きました c

源平の盛衰は厳島神社が象徴 してお

り、その風景はわが国の多くの心の中に

焼きついています。

白浜青松の美しい風景は、万葉の時代

から多くの詩歌に詠まれ文字作品の舞台

にもなつております。しかしながら、最

近では沿岸の工業化も進み一大工業地帯

を形成し、その風景は大きく変わつてお

ります。また、本年 5月 には、「瀬戸内

しまなc7・海道Jが開通し、中国 四国地
方にまたがる新しい広域経済文化交流圏

の形成が期待されております。

そこで今回のシンポジウムでは、新し

い時代に向けて瀬戸内海が生み出してき

た文化と景観と今後の展望などについて

語り合いたいと考えております。

東京震業大学学長

進士 五十八 氏

「らしさ」は長い間に培つて感じる石の文化

瀬戸内ときいて連想するのは、池があ

りその中に島があるという古い日本庭園

です。日本人の祖先たちは、おそらく瀬

戸内海を通って大和にいつたと思うので

すが、そこでみた瀬戸内の光景を日本庭

園に生かしたので |まないでしょうか。

近代に入ると、昭和6年に国立公園法

ができて、第 1回の指定を瀬戸内海が受

けました。このほかにも雲ll 天草など

がありますが、すべて海が関わつている

ものです。日本三景の一つである富島に

も海の風景ですc古い時代は船が交通の

中心ですから当然ではあるのでしょうが、

その中でも瀬戸内は代表的な海の景観と

して日本人の心にあるのだと思 tノ ま`す。

もう一つ瀬戸内で思い浮かぶのは、自

浜青松という言葉です。白浜とはみかげ

石の砂であり、そして海岸に植生する松

K/~ある青松がある。まさに瀬戸内を詠ん

だものだと思います。

自い砂にはやはり緑の松がよく似合い

ますし、それを生む地質や植生と同時に、

地形も大切な要素です。日本庭園の池の

周りに松がl■Lえ られているのも、海をイ

メージしているからでしょう。

景観の議論は、この 10年ほどで急速

に盛り上がってきました。私は景観とい

うのは、一つは「らしさ」だと考えます。

水辺には水辺の風景があり植生があると

いうように、長い間に培つて感じるもの

がある。それが文化だと思います。瀬戸

内の景観は、みかげ石の粉と地形、そし

て石の文化ですね。

地方分権の時代といわれますが、その

地方の時代のまちづくりの在り方を考え

ると、地域の個性をなくすようなまちづ

くりをしているような E日象があります。

たとえばその土地の石などを材料に使え

ばいいと思うのですが、使つているのは

残念ながら工業製品というような具合で

す。その土地にはその土地がもつている

風景があり、それをつくりあげていくこ

とが必要ではないでしょうか。

そして大切なのは、景観をつくる姿勢

です。

中国に西湖堤というのがあります。湖

の真ん中に堤をつくる。そしてそこに柳

を植えて途中にアーチ橋をつくっていま

す。その周囲には西湖十景と呼ばれる景

観が創出されています。

でも強調したいのは、この景観はもと

もと洪水対策という公共事業から始ま

り、そこに景観をつくつた、すなわち修

景したものであります。風景をつくると

いうのは、頭の体操というか文化的遊戯

ではありません。味わうだけではなくそ

のつくり方を大切にしたい。

翻つて日本の公共事業をみると、西湖

十景のつくり方と同じ発想で実施されて

いるかは疑間です。公園は公園、洪水対

策は洪水対策というように別々にやるの

ではなく―体的に展開していくことも大

切です。
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そのためにも土木、建築、造園の専門

家が協力しながら進めていくような手法

が必要です。そうやつて必然性のある景

観をつくつていただきたいと思います。

サックス クラリネット

奏者

坂田 明氏

歌えばいい。川や海と接点もつて自然に

私はミュージシャンであり、造園家で

も建築家でもないので専門的なことはよ

くわかりません。ここでは音楽をやる立

場から、景観について話してみたいと思

っています。

最近になつて、つくづく音楽とは景観

だと実感するようになりました。人が住

んでいる所には風景があるように、音楽

とは人間が営んでいる文化行為の―つだ

と思います。世界それぞれの人たちが、

それぞれの F」_l景の中で生活している。そ

こにも音楽があります。

私は呉の小さな港町で生まれました。

前は浜、後は山というような所で、そん

な環境というか風景の中で育ちました。

子供の頃は、母が「晩飯はなんにするJ

と間けば、「あさりJと私が答える。す

ると「じゃあ、掘つてこいJとなり、ち

ゃんとあさりが食卓に並ぶというような

暮らしです。

最近 F海JというCDを制作しました。

とても懐かしい気持ちになつておりま

す。音楽と人間が持つている重要なもの

に、言語があります。これはたいへんお

もしろい。

新幹線に乗つたときにびつくりしたの

ですが、関西弁の車掌さんの社内放送は、

まさに音楽でした。これが東京弁だとお

そらく棒読みになるでしょう。関西弁は

音楽になつているように、それこそ北か

ら南まで地方色があると思います。民謡

がそうです。

言語、姿、かたち、さまざまな特性は、

民族の主体性をつくる属性だと私は考え

ます。ではこれらがどうやってできるの

か、私はその土地の風景から生まれるの

ではと考えております。

すなわち、それぞlt違う風景の中で暮

らすこと l lN固有の文化をつくる重要なフ

アクターになつているわけです。



文化とつくる土壌には、いま指摘した

地域の風景と人間社会がもっている精神

的土壌の二つがあると思います。

そして風景の中か ―l音楽が生まれ、そ

れがまた風景の中に溶け込むG風景を愛

でるような音楽が生まれる.これらは金

儲けではない、生活のための生活の一部

としての音楽です。

風景には人が手を入lnていないものと

人間が手を加えて改造した風景の二種類

がありますが、改造は経済行為であり工

業の視点で改造しているのが実情ではな

いでしょうか。川を]ンクリー トの護岸

で固めたような見にくい光景がいつぱい

あります。

改造する人間が、どんな哲学と倫理感

をもつてやつているのか、これが問われ

ていると思います。

川だけでなく海をみると、コンクリー

トのテ トラボットで埋め尽くされている

光景にぶつかります。確かに台風から守

るには有効でしようが、海に降りること

はできなくなりました。海と人間の生活

の場を失つたことになります。だか l―海

にあるのにプールで泳ぐといつた不思議

なことになつてしまうのです。

歌はその人が歌いたいように歌えばい

い。こく自然に川や海と接点をもてるよ

うな、そんな風景がわれわれがめざす風

景ではないでしょうか。

京都芸術短期大学学長

京都造形芸術大学日J学長

尼崎 博正 氏

風土に根ざしているか、検証を

造園家として、海に対してなにか心に

響くものを感じます。それはなにかと考

えると、日本庭園は海の風景、 tノかも温

和な自然を理想として表現しているとい

うことがあると思います。もともとわれ

われは長い間、船が交通手段でした。瀬

戸内の景観が評価さllているのは、船で

移動し船から動く (移 り変わる)景観を

楽しんだ経験からで、それが日本庭園に

もつながっているのでしょう。

たとえば毛越寺 (岩手県)の庭園をみ

ると、玉石は自砂をイメージしたもので、

その倶1には松、その手前には岩を組んで

島を表現していました。このように、造

園手法として象徴化され洗練されていつ

たわけです。そして、自然の景色や人と

の関わりを受け入れる。結果として日本

庭園はそれが一つの文化を形成していつ

たのだと考えます。自然を表現しながら、

人の営みを表現する。それによつて自然

そのものを庭園化していく手法です。

瀬戸内の景観にしても、そこから醸成

された文化にしノても、固有性に根ざして

いるのではないでしょうか。それが文化

というものだと思います。そのFEl有性の

中に患づく普遍性を庭園はとらえていつ

たのではないでしょうか。

別の視点でみると、瀬戸内の地質すな

わち花商岩の文化がさまざま
‐
J展開をし

ていきました。石という重い材料、そし

てそれを運ぶ船という流通手段。これが

瀬戸内を重要
t」ものにしたと考えます。

京都の庭園文化は、瀬戸内の石と海運

が支えたということができます。明治時

代になると、石材は京都だけでなく東京

へも運ばれ、国会議事堂の外装に使われ

るというようにさまざまなところで使わ

れました。

なのに月干心の瀬戸内はどうかというと、

護岸の石はlthの場所で採れたものを使っ

ているというように、「なにかまちがつて

いるJと思わずにはいられません。

風土に根ざした文化的な景観として、

これ llがぶ、さわしいのかどうか。こうし

た点を検証していくと、文化を考える重

要な視点になると思います。

芸術文化立国をめざす。そんな視点が

21世紀を考える重要なキーワー ドにな

るのではないでしょうか。

イングストリアルデザイナー

日本建築美術工芸協会理事

栄久庵 憲司 氏

心にしみわたる迎賓都市へ再構築

小学校の頃の国語の教科書に風景論を

思わせるようなものがありました。墨絵

のようなその風景が、日本というかふる

さとの景観という感じがしました。自分

の人生に大きな話響を与えてくれたと思

います。日本は美しい国なんだと実感じ

ました。

私にとつての景観とは、瀬戸内の暖か

さ、やさしさ、いとおしさが一方にあつ

て、もう一方に富士山の雄大さというよ

うな二つの軸で構成されています。

実ポが広島にあつたので、終戦後、放

心状態のまま逃げるように輌の浦を訪ね

た記憶があります。その時の輛の浦を始

め瀬戸内の風景は、まるで傷心の人間を

やさしく包み込み、悲しいまでに美しい

というか、慈悲に満ちたものでしたG瀬

戸内の風景が放心状態にあつた私を暖か

く見守り、そして救つてくltたのです。

心にしl■lわたるような風景でした。

ところが最近、久しぶりに訪ねて壮絶

に醜くなつているのにびつくりしました。

醜さは海にも影響していましノたoおそら

くその要因は住み方の問題だと思います。

そこに住みたいのであれば、どうすれば

いいかを考えるべきです。

輛の浦というのは迎買の文化をもつた

場所です。心配りというか、人を喜ばす

心、人が喜 l alの をみて自分も喜 l‐ l。 そん

な迎賓の精神をもつた所だと思います。

そこで、迎賓都市として再構築してはど

うだろうかと提案しました。

美しい瀬戸内を取り戻 tノたいoそのた

めにも迎賓都市というのは役立つと思い

ます。もちろん、瀬戸内すべてがそうで

はないと思いますが 。nlq賓の海 瀬戸
内を超えて、日本全体がマナー文化をも

たなければな ―
~2な
いとも思います。

代表的なものでは茶道です。人が退屈

しないセンスをもつということは、お客

を退屈させない、ひいては喜んでもらえ

るということですcそれによつて信頼が

生ま l‐lます。要するに人と人のバリアを

取りのぞく効果があるのです。

瀬戸内しまなみ海道が開通しました。

瀬戸内すべてに共通するわけではありま

せんが、迎賓という発想は瀬戸内の景観

を考えるうえで一つの視点になると思い

ます。

美しい風景は、やはり後世に残してい

かなければなりません。その美しい風景

を核に、新たなものを調和させながら、

まちづくりを進めていく。一見すると矛

盾するように感 じるかもしれませんが、

その一見矛盾することを、どう調和させ
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るかが課題です。 □

・
一

・一褥



第 11回
199広
島景観シンポジウムに参加して

広島市都市計画局都市デザイン室 室長補佐
TOMOHlRO MOHRI

毛 禾」 矢日博
広島市中区雪康寺田口 634
1~Eヒ 082-504-2277

「瀬戸内文化と景観」をテーマとした

「第 11回 99広島8ac環観シンポジウ
ム」が 10月 28日 、日本建築美術工芸協

会の主催で広島市で開催されました。本

市といたしましては、シンポジウム開催

への後援並びにお手伝いをさせていただ

きましたことをたいへん喜ばしく思つて

おる次第であります。

振り返つてみますと、昨年 11月 協会

の栄久庵理事が本市へ来られまして、シ

ンポジウムの広島開催のお話をされまし

たのが始まりでこざいます。しかし、具

体的な日程、場所について協議を始めた

のが今年の5月 になつてしまい、その間

市長の交代等もあつて市としても日々の

用務に追われる毎日の中で本当に開催で

きるのか不安でありました。

特に9月 と 10月の広島は毎週のように

学会等の全国大会が開催される予定にな

っており、会場や宿泊先が容易に確保で

きない状況でしたので、毎月のように広

島へお越しいただき打ち合わせをさせて

いただいた伊藤事務局長様のこ心労はた

いへんなものであつたとお察しします。

今回のシンポジウム開催に関わらせて

いただいた感想を申し上げたいと思いま

す。

1つ は、今回のシンポジウム開催につ

いて、主催は日本建築美術工芸協会とし

て、地元の自治体は後援することとし、

事務局は民間団体の中国 地域づくり交
流会が行つたことが特徴としてあげられ

ると思います。

市民のまちづくりへの関心の高まり、

さまざまな分野で市民グループが実力を

つけてきたことにともなつて、行政主導

で行われてきた都市景観の問題も市民主

導へと移り変わりつつあります。本市に

おいても、今回のようなシンポジウムを

実施できる民間団体が育つてきています。

中国 地域づくり交流会もそのような団
体の 1つであり、今後、ますますの活躍

が期待されています。

2つ目には、シンポジウムの内容につ

いて、地元の意見がもう少し反映できれ

ばと思いました。

今回の場合も、「瀬戸内文化と景観Jと

いう大きなテーマは決められておりまし

た。このテーマなら今年5月の「瀬戸内

しまなみ海道」開通にともなつて、広島

県尾道市で開催するとか、広島県と愛媛

県の両県を結ぶシンポジウムとして瀬戸

田日」で開催するのもおもしノろいと考えま

した。また、地元からもパネリス トに参

加させていただけると、より具体的な事

例等もこ紹介できたのではないかと思い

ました。

景観に関する業務に携わつている者と

して、都市の景観とはその都市の歴史と

文化を映し出す鏡のようなもので、一朝

一夕にできるものではないと感じており

ます。その意味から、今回のシンポジウ

ムから多くの有意義なことを学ばせてい

ただきたいと感謝申し上げる次第であり

ます。

最後になりましたが、前回開催の高山

市から適切なこ教示をいただきましたこ

とに感謝いたしますとともに、日本建築

美術工芸協会のますますのこ発展と今後

のシンポジウムのこ成功をお祈りいたし

ます。 □

aaca調 査研究委員  ゃた
アー トアツシエイツ プヽFO 主宰
NORIKO TSUYUGUCHI

露 □ 典 子
東京都千代田区ワ1,段南228-4]ロ
TEL00-5213-5453

『 夢も跡なく夜も明けて村雨と聞き
しも今朝見れば松風ばかりや残るらん 』
謡曲「松風Jの大詰の舞台 |よ須磨の浦。

囃子や地謡にのつて、松をわたる潮風や

波飛沫がシテの心情表現を高めます。

この須磨の海岸近 <、 昨年、対岸の淡

路島へと大きなi喬が架かりました。世界

一の吊り橋といわれる明石海峡大橋です。

橋がほぼ形を現し始めた頃、海の向こう

に見慣れた淡路島の山肌がいつの間にか

無残にえぐり取らllているのに気がつき

ました。見る見る内に高速道路のサービ

スエリアが出来、それまで真つ暗だつた

対岸は夜も燿々とした照明に浮かび上が

るようになりました。開通した橋は夜と

もなれば七色に変化するライ トアップが

始まります。橋が見える海沿いにはホテ

ルや飲食店が次々と建ち、毎日のように

大型観光バスが橋を渡つていきます。

いつの時代にも人の心は変わらないと

はいえ、松風の風情を後生は感じとるこ

とが出来るのでしょうか。文化庁の村上

文化財監査宮による基調講演を伺いな /_A

らこの様なことを考えていました。文化
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行政の施策が、時代の変化に対応して、

単体の建造物保存から周辺環境までをも

含む一体的保存の方向へと変化している

こと。そして、文化立国を目指して、信

llや文学 絵画などの芸術活動に関する
ものまでをも含めた、文化的景観としヽう

視点からの保存も今後の課題になつてい

るとのことを伺い心を強くしました。

しかし、保存の施策がこの様に展開さ

れようとしている今、風景をつくる側の

意識はまだそこまでには至つていないよ

うに思えます。文化立国と胸を張れるよ



うな企共事業のあり方はどのようなもの

なのでしょうか。進士先生が紹介された

中国西湖十景の例は、洪水対策という必

然から生まれた美で、理想的な公共事業

の姿のひとつと受け取りました。風景は

着慣れた洋服のようなもので、色々なも

のが溶け込んでいるからい地よく感じる。

一生住み続けられる風景をつくつていか

なければいけないとのお話しは深く同意

するものでした。その根底には栄久庵先

生の指摘されたように、先ずは美意識を

もつこと、そしてそれを創造行為に移し

ていく必要があり、周辺環境と一体とな

る風景をつくるには、尼崎先生の言わね

るように、その美意識を広く共有するこ

とが重要かと思われます。

パネリス トの皆さまのお話しはどれも

考えさせられるものばかりでしたが、取

分けミュージシヤンの坂田先生が「音楽

は風景ですJと言い切られたのは印象的

で、アー トに携わる者としては羨ましく

感じました。風景に一番大切な魂の部分

を担うのはアー トのはずなのに、「アー ト

は風景ですJと言い切れない現実があり

ます。風景の重要さが説かれ、風景づく

りに参加を要請される分野は土木、建築、

造園と広がつていますが、残念なが
~lア

ー トは置き去りにされています。参加し

ても、アーティス トが本来の役害Jを果た

していないことがほとんどです。aaca

はこの時代に相応しい、分野を越えたユ

ニークな協会です。その一員としノて、本

当の意味での文化立国を目指すため、風

景をつくる際に話題にのぼつてこないア

ー トの役害Jを今一度考えてみたいと思い

ながら帰途につきました。     □

aaca事業委員
東陶ltttlll 常務取締役

TADAO YOSHIMURA

吉 村 忠 雄

東京都港区虎ノFll 1 2B
TEL03-3595-9570

冒頭より脱線して申し訳ないのですが、

最近大変驚かされたことがあります。

残暑も厳しい9月 中旬に某社の企画で琵

琶湖の船からの投網釣りに出かけました。

琵琶湖でも由緒ある船宿 臨 湖庵 Iわ ら`

琵琶湖に船を浮かべ、1台頭が投網を掛け、

とった魚を天ぶ llに して食べるというの

が趣向でしノた。仲居さんから「沢山取つ

てきて下さい」という声援に送られ、琵

琶湖の中央まで 10分程の船旅でした。

一回日の投網が行われ、船板に40匹

程の小魚が銀鱗を光らせてあがつてきま

した。大きさは 15cm程度なのですが、

あまり見かけたことの無い色 形で、川
魚特有の顔に優しさがなく、一 l舜顔つき

の鋭さから海にいる魚「イシモチ」では

ないかと思う程でした。1台頭に、「この魚

は何ですかJと聞いたところブルーギル

とのことで、色の青いのがブルーギル、

黒いのがブラックバスであることが半Jり

ました。漁場をかえること5回ほどで投

網は 10回位lllけらl‐ l、 実に400匹程の

魚があげらltま したが、日本古来の鮒や

鯉、鰻は一匹もかからずじまいでした。

船の上での天ぶらは他の所でとつて来た

八ゼや海老でした。

先般見た新聞では皇居のお堀にもブラ

ックバスが多量に増え駆除せざるを得な

いとの記事がありましたが、自分の目で

この事実を認識すると、今更ながら日本

の生態系が変わつてきていることに驚か

されると同時に、本当にこれで良いのか

という心配をせざるを得ませんでした。

今回の広島の 11回目のシンポジウム

に参加し、改めて強く感じたことですが、

景観や生態系というものは、日本古来の

良さを守り抜いて行くところに伝統のよ

うなものが生まれてくるのではないかと

思いました。私たちの年齢では、山や海

の景色の素晴らしさを知っておりますが、

これからの子供たちはマンシ∃ンの谷間

から見る日の出や夕焼けしか知らず、ま

た、湖にいる魚はブルーギルであリブラ

ックバスであるというのが当たり前と思

うのではないかと思います。言うまでも

ありませんが、この事は、子供たちに黄

任がある訳でなく、劣悪な環境をつくっ

た我々大人が咎を問わ711るべきと思いま

す。これからますます環境と建築、環境

と自然がどう共生するかということが間

われる時代と考えております。自然を全

く破壊しない建築物は過去にも又将来に

もあり得ないと思います。社会が便利に

なれば必ず一方で自然が押しやられてい

るのではないかと思います。こう考える

と難しい選択論が出てくる訳ですが、私

はこの点について各自が自分なりの判断

基準を持つことが大切なのではないかと

思っております。たまたま会社経営の末

席にいる関係で、私の半J断基準は経営同

様残す物と切り捨てる物をはっきりさせ

る事だと考えています。本物だけを子供

達に残すことが肝要なのではないでしょ

うか。

景観シンポジウムには毎年参加させて

頂いておりますが、毎回のパネリス トの

お話しも素晴らしく、参加者も年々増カロ

し、熱心にディスカッションしている姿

も真摯で、このようなことが日本全体に

広がリー人ひとりが景観を大切にするよ

うな日本になればと思つております。

ますますのAACAの こ発展をお祈りし

ロ
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ております。



―
見学会

日時 :平成 11年 8月 27日 (金)

午後 1時 30分～ 4時 30分

場所 :「品川インターシティ 大林組東京本社ビル内アー トワーク」
東京都港区港南2-15-2品川インターシン B棟

(午後 2時～ 3時 )

「有明パークビル内アートワーク」

東京都江東区有明3-1-28

(午後 3時 30分～4時 30分 )

盛夏、真夏の日差しの暑い午後、多数

の会員の皆様が参加され、建築とアー ト

に対する関心の深さを知る事が出来まし

た。

まず、日本を代表する、大手ゼネコン

閉大林組の新社屋、品川インターシテイ

B棟を見学しました。超高層のなかに、価

値を創造する、「街Jわ あ`る。情報の交流

する、「広場」がある。アー トと触れ合

う、「空間」がある。21世紀が鼓動しは

じめている。と云う物々しいキャッチフ

レーズに表現される、この真新しい建築

空間はヨンコースから既に、私達を情報

の虜にしている様でした。長いエスカレ

ーターーを昇り切ると、世界の著名なア

ーティス トの作品がさり気なく設置され

ており、又、各フロアにもインテリアの

―部としか思えないような気の酉己り方で、

アー トが配置されています。企画の計算

を見せないディレクターの配慮は、アー

トに対する深い思い入ltと意気込みを感

じました。

建築とアー トの融合を目指す当協会の

会員として、一番関心の深い所でもあり、

評価としては、それぞれ、価値観や立場

の違いが有るにもかかわらず、概ね、良

好の表情でした。免振装置が施された巨

匠の石彫、床に描かれたグラフィカルな

模様、ガラスに融け込んだ造形、階段の

機能をもつ彫亥Jなど、様々なかたちでの

アー ト、その勢いに圧任」されました。海

夕ヽ作品が意外と多く、グローバルスタン

ダー ドと云われて久しい今日、江戸湾の

向こうで活躍する日本人アーティス トの

姿がなにかしら薄ぼんやりと霞んで見え

ます。公共性の強い建築空間に負わさね

た、社会的責任を共有出来る程の優れた

アー トが、今後もつと多く倉Jられる事を

願って、次の会場に移動しました。

全員バスにて、今を トキメクお台場を

通り、有明ワシン トンホテルに至」着しま

した。当協会、会員の佐野吉彦氏が代表

を務める閉安丼建築設計事務所の設計で、

設計を担当された方より、設計意図、ア

ー トとの関わり等について説明がありま

した。

曲面で構成されるこのシンプルな建築

は、アー ト作品とあいまつて、素晴らし

有明ノく―クビル内アー トリウム

い造形美を倉Jっています。ペア アーノ
ルディ氏の大胆でシンプルな作品は、こ

の空間における∃ラボレーシ∃ンの成功

例の一つとして考えて良いでしよう。一

方併設されている、商業空間のアー トも、

それぞれ細かい配慮の上で行なわれてお

り、商業の本質を熟知したデイレクター

の仕業と思われます。 1階 ビヤホールの

全壁画を使つた壁画は豊かな麦の穂を表

現しており、響きわたる芳香は、ビール

の味を一層美味しいものにすることでし

ょう。又、上層階の、各レス トランも、

インテリアデザインにマッチした、さり

げない置物から絵に至るまで、高質なも

のでした、未来都市、有明という立地に

ある、素晴らしいホテル建築です。

引き続き、同ホテルの宴会場にて、懇

親会があり、和やかななかにも、忌憚の

ない意見の交歓があり、会員間の交流も

一層深められ、有意義な会になりました。

この様な会を、企画、実行さ/11た こ担当

の方々に、感謝するとともに、次回の見

学会も期待しております。     □

大林組 東京本社ビル内アートリウム

-6-



aaca会員
株式会社インブレス代表取締役

NOBUYOSHI INABA

稲 葉 亘 快
東京都中央区日本 1高茅場田]2138
第一大虐ビル

TEL03-3668-5977

東京の新都市軸となる品川駅東□地区

再開発の先鞭をつけて完成した「品川イ

ンターシテイー (A棟～C棟 )Jは、倉」造

と交流の街を目指す総合プロジェク トを

立ち上げて建造されました。

地上31階建ての B棟は、m大林組の

本社業務が開始されています。そのい大

林組のこ好意による見学会に参加し、は

なはだ私的な感想の一端をこ報告のかた

ちでまとめました。

時代の変化を反映し、m大林組東京本
社アー トプロジェクトは、アー トと建築

の ドッキングを目標に 腱 築空間と融合

するコンテンポラリーアー トJの作品決

定作業を進められたそうです。

設計チームとアー トコンサルタン トが

選定した作家は、国際性、独自性、現代

性、永続性を兼ね備えた国内外の 18名

に渡り、各作品は 〈新たな空間の創造〉

におおむね成功しているようです。

なかでも本社の玄関とも言える3Fロ ビ

ーは、作家が「色とは風景」だと解説す

る題名「収集された風景Jのオブジェが

置かれ、これは確実にロビーの空気をや

さしく静かに色づけしています。ここに

たたずむ私に心地よい場を提供してくれ

ました。

同フロアーの反対 lBlに は、可動式パー

テーシ∃ンの役害Jを備え、フロート硝子に

エッチング仕上げの「無限の網Jと名付け

た作品が据えられています。この大きな

硝子は、自然光をさえぎ _― ずにやわらげ

好感度の高い空間を倉Jり あげ、建築と融

合し機育割生においても完成されています。

18F～28Fア トリウムの作品は、単純
な線 面 色彩使いで 11階分にも及ぶ
吹抜けスペースの壁面を垂直に貫き、照

明具機能を持たせ、さらに南北面をそ211

ぞれ暖色 寒色の色違い表現にしたこと
で、外の見えない人工的な閉鎖空間の方

向感覚を助ける役目もヒノていました。こ

の作品は、建築の空間構造に同化しなが

ら独自に存在する作品です。

これ l― は設計構想と一致し、美しさに

会える喜びがゆきわたり、抜群の成績を

納めたと評価します。

本アー トプロジェク トの提案は、大部

分で成功している印象の一方、いくつか

の箇所は、作家作品のみが一人歩きした、

いわゆる「アー トスポット的効果Jに終

止していると感じました。これでは、建

築空間とコンテンポラリーアー トの融合

が不適切であろうとの危 具を抱きました。

このような現象は、ここの事例に限つた

ことではなく、他にもしばし見受けられ

ます。たずさわるスタッフ諸氏の更なる

能力を期待したいと思います、自分への

戒めも込めて。

次に、0安丼建築設計事務所こ案内の

ゆるやかにカーブした「パークビル 有
明ワシントンホテルJに移動見学。ここ

では臨海都市特有の諸条件を克服し、制

震壁構造方式 インバーター制御設備等
のlF用 と共に、上階から見えるレインボ

ーブリッジや者陶ぷ部のスカイラインの日り

`望は、演出効果も備えた現代の借景で、

アートを越えていたようです。

今回の見学会も多数の参加者があり、

それぞれに収穫を得られたことと思い有

意義な企画でした。 □

llflコ トフキ タウンアー ト事業部
ATSUKO NISHIWAKl

西 脇 充 子
東京都港区浜松町1 145
DIセ ンター

鑢
TE[0334343042

日本が経済大国となり、私たち日本人

は、物理的な満足を獲得ヒノてきました。

そして、我々は真の豊かさを求めての模

索段階にいるといえます。そんな中、日

本の経済をになってきた、建設会社の中

でも トップクラスの大林組が21世紀を

見据え、次世代の倉J造性とは何かをテー

マに、東京本社ビルを完成させた事は注

目するべき事だと思います。この企業が

掲げる「地球とともにJに表れる環境間

題への配慮、それぞれのオフイス機能の

コミュニケーションから生じる、クリエ

イティビティ。その中で、それがいかに

先を見越した倉」造活動であるかをアー ト

が雄弁に語つています。

ここでのコーポレー トアー トは、日本

従来の企業コレクションを配置する手法

とは大きく異なり、すべてこのプロジェ

クトの為のオリジナル作品であり、空間

のプロポーションと機能、作家性と表現

そして、建築空間に整合する素材を重要

視し、サイ トスペシフィックなアー トを

実現しています。また、アー トの展開手

法も、絵画、壁画、空間的なインスタレ

ーションか l― 、機能を持つたカウンター

から衝立など、多岐にわたり様々な手法

を見せてくれます。その結果、アー トと

空間が整合し建築意匠だけでは表し得な

かつた、空間における意志や力強さが感

じられます。パブリックアー トのコーデ

ィネー トを手がける私にとつて、特に感

心致しましたのは、アーティス トにすべ

てを任せていない点です。担当のこ設計

者とアー トディレクターがアーティス ト

のイメージを膨らませ建築素材、例えば、

ガラス、ライ トボックスなどに置き換え

ています。アーティス トと設計者の相互

理解の元、計画実現されたことが感じら

れ、建設会社ならではの工夫が随所に見

られます。また、このコラボレーシ∃ン

は設計者はもとより、特にアーティス ト

にとつて発見があつたのではないかと思

います。そ/1tは 、出来上がった作品が、

作家のイメージ以上に空間に剰し明確に

なったという体験をしたであろうと予想

されるからです。ただ、若干機能的にな

りすぎアー トとしてのパワーが半減した

作品も見受けられ、機能とアー トをどう

整合させるか今後の課題となると思いま

した。

また、一方、来客に対してのエン トラ

ンスや、ビツプスペースのみならず、通

常の業務を行うオフイス空間、休憩コー

ナー、食堂にもふんだんにアー トを施し

ており、企業の精神を外部にアピールす

ると共に、日常の中でも、社員に対し心

地よい空間を提供し、創造的な意識を常

に刺激しています。これは、知らず知ら

ず社員を啓蒙し、将来的に意識を高める

結果となるでしょう。

このコーポレー トアー トは今後、日本

のオフィスビルの先駆者的な存在となり、

これを機にもつと多様なコーポレー トア

ー トが他の企業においても出現し、各企

業が一歩進んだ倉J造活動をするきつかけ

となることを希望します。     囲
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古典と歴史

私は小学校就学の前より世間で言う習

字のお稽古に通い続けておりました。戦

後の落ちつきが生活に見え始めるまで二

三年ブランクはありましたが再び筆を執

り、文字の字形と変遷に興味を抱く年頃

になつたのです 高校生になり単に筆に
墨をつけて楷書 行書 かな等を書き込
むだけではなく、いろいろな「書Jの周

辺に気ずき、また疑間が沸いて来たので

す。それはなにかと言うと広い意味で現

存するよい書と言われている書の多種性

とそれらの書のもつ背景■lN気になり始め

たのです。他の芸術分野にも当てはまり

ますが、人間の残した「古典と歴史」に

気がついたのかも知れません。このあた

りが書芸術にのめり込む最初の転換期だ

つたと思います。そしてまた高校一 二
年の頃当時の書道家と自認する幾人かの

作家たちに遭遇するチャンスに恵まれま

した。迷うことはありません私も書の芸

術家になるのだと、ひそかに心に決めた

ものでした。

時代を超えた文字群との避遁

古典の臨書に明け暮れ、一方では何故こ

のように膨大な_B~料が残されているのか、

101故現代人である私に大昔の文字群が語

りかけてくるのか (書・」れている文章内

容の告発とは又別に)。 文字または書は言

葉や意思の伝達 保存だけでは満足し切
れないような機能が最初から付加されて

生まれたのではないか、ある種の感動を

伴つた不可思議な興味となつて私の思考

を撹舌しし始めたのでした。

時空を超えて人間が書き (亥 Jみ)残せ

ずにはいられなかつた彼等の行為と思惟

の結晶体 (今の言葉を使うと [人」の染

色体 DNAの ようなもの)ではないの
か。さすねば造形面での工夫と展開、加

えて表現技法の探求もまた怠つてはなり

ません。更に現代の芸術家になるには今

までの単なる師匠からの免許皆伝ではな

く、真に私の作風がオリジナルであるこ

とが必須なのです。専門ジャンルを設定

し、かつ作家としてのポリシーを確立し

た上での「時空を超越した生命が宿る線J

の表出なのです。

古代文字に魅せられ、憑かれ、

生かされて

は中国古代文字と一括される (シ ニュ

ー 甲骨文字 金文 =段 周時代)あた
りにモチーフとしてのターゲットを絞り

込んだのです。

特 にモ チー フの一 つ 甲骨文字 は

BC1500年頃の古代アニミズムによる
出現ですが、その底を酒々として流れて

いるものは、何時の世も変わらぬ人間の

[生』にたいする「美学Jだと信じていま

す。古代から今日まで『書や文字』はい

ろいろな機能を持たされたにせよ悠久の

人類の歴史を一番目立たぬ所で支えてき

た事実を見るにつけ只々驚愕の一語です。

これ _―古代文字は私にとつての『想像と

創造』の師であり、女神なのです。

東洋的な素材 (筆 墨 紙)を駆使しての

制作が主ですが、無論他の用具用材に就

いても、また現代生活や空間 (イ ンテリ

ア エクステリア等)に馴染む作品ずく
りにもり

`戦

し、仕事を重ねて今日まで続

けて来ることができました。 (経歴参照 )

古代文字によつて生かされている自分

を認識すればするほど、私はこれからの

新しい時代の精神文化の構築に寄与した

く精進し F人 |と しての仕事を続けなく

てはなりません。 □
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色彩調和の方法として

私どもは日常の生活の中でいろいろな

色を使つています。ところで色を使うと

きに気になることは、どのような組合せ

の色を使えば調和するかということでし

ょう。色を使うときの目標はその調和と

いうことです。そこで色を調和させると

いうことがどういうことであるかについ

て述べたいと思います。

例えば、自分の家の居間のじゅうたん

を買うときに、茶色のものを選んだとす

る。この場合、なぜ茶色を選んだのか。

それはこの色が自分の好きな色であった

からです。そこまでは誰でもよく分りま

す。 |つの色を選ぶことは簡単です。し

かしそれではその次に、どういう色のカ

ーテンを求めたならばその茶色のじゅう

たんと調和するかということになるとち

ょっと分らない。ところで茶色のじゅう

たんと調利するカーテンの色は感覚的に

選べばよいではないかとも考えられます。

しかしこの、感_‐t的に選ぶというのは実

際には難しいことなのです。

さてそれではじゅうたんの茶色と調和

する色は何色でしょうか。実はそれは青

色なのです。なぜそうなのか。茶色とい

うのは橙色が変化した色ですが、橙と青

は補色同士の色であると言われます。そ

しノてこの補色ということが色彩の調和の

原理になっているのです。補色とは何か。

補色とは文字通り、相補う2つの色とい

う意味です。即ち、それは 1つの色のこ

とではなく、2つの色の関係を示してい

ます。 1つの色があるとすると、その色

だけでは完全ではなく、それを補うもう

1つの相手の色がどうしても必要だとい

うことです。そしてこの補色同士の2つ

の色が最もよく調和するのです。補色の

対とは次の6つの組合せです。

赤と青緑。橙と青 (シアンブルー)。 黄

橙と藍 (ウル トラマリン)。 黄と青紫。黄

緑と紫。緑と赤紫。

さて、補色の性質についてもう1つ重

要なことがあります。それは補色同士の

2つの色を混ぜると灰色がかつた色 /」 N生

するということです。伊Jえば、赤とその

補色の青緑を混ぜるとき、2つの色の分

量の増減によつて純色からll色まで段階

的に灰色がかつた美しい色調が現われま

す。これらの灰色がかつた色を中間色と

呼んでいます。またこの場合、自色は自

由に混ぜることができます。白色の分量

の多少によつて明るさの度合いを加減す

るわけです。印象派の画家、セザンヌや

ピサロの絵はこのような中間色を巧みに

用いたものでした。これにal」 して、モネ

やスーラは補色同士の2つの色を混ぜな

いで、純粋な状態で並列する方法をとり

ました。いろいろな補色の対を組合せる

ことによつて私どもは色彩の調和を思い

のままに豊かに実現することができます。

色彩の調和は補色の原理によつて支えら

れているのです。 囲
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協会では会員を募集しております。
お知り合いの方をこ推薦ください。
詳細は事務局まで
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